
２．掘削工

１）機械と人力の区分
・掘削機械は、黒板に機種を記入して撮影する。
・ダンプトラック積込み状況等も撮影しておく。
・掘削機械の種類別に撮影をする。
・人力床掘の場合も同様とする。



２）幅・深さ
３）基面の状態
・掘削完了後、掘削幅、深さの検尺状況を撮影する。
・人力床均し状況

・掘削出来形検尺状況



４）土質等の判別
・土質ごとに撮影をする。

・土質厚さ検測状況

※ その他の箇所についても、上記に準ずる。


